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(54)【発明の名称】 電気光学パネル

(57)【要約】
【課題】基板とカバーとの密着性を良好とすることが可
能な電気光学パネルを提供すること。
【解決手段】有機ＥＬパネルは、データ電極１６とこの
データ電極１６に交差する走査電極１８との交点に設け
られた有機ＥＬ素子１５がガラス基板１２上に配置され
てなる表示部１３を有している。データ電極１６及び走
査電極１８の一端部１８ａは、ガラス基板１２上を表示
部１３外へ引き出されている。ガラス基板１２には表示
部１３を覆うカバー２１が、表示部１３外へ引き出され
た電極１６，１８の一端部１８ａの上を含む、表示部１
３を取り囲むラインを接着ラインＳとして接着剤２３に
より接着固定されている。ガラス基板１２の背面１２ａ
において接着ラインＳ上には、表示部１３外へ引き出さ
れた電極１６，１８の一端部１８ａとそれ以外のガラス
部分との接着剤２３に対する接着力をバランスさせるた
めの接着力バランス層２４が形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１電極とこの第１電極に交差する第２
電極との交点に設けられた電気光学素子が基板上に配置
されてなる本体部を有し、第１電極及び第２電極の少な
くとも一方においてその一端部は、基板上を本体部外へ
引き出されており、基板には本体部を覆うカバーが、本
体部外へ引き出された電極の一端部の上を含む、本体部
を取り囲むラインを接着ラインとして接着剤により接着
固定されてなる電気光学パネルであって、
前記基板において接着ライン上には、本体部外へ引き出
された電極の一端部とそれ以外の部分との接着剤に対す
る接着力をバランスさせるための接着力バランス層が形
成されていることを特徴とする電気光学パネル。
【請求項２】  前記接着力バランス層は、少なくとも、
本体部外へ引き出された電極の一端部の上に形成されて
いる請求項１に記載の電気光学パネル。
【請求項３】  前記基板において接着ライン上には、一
端部が本体部外へ引き出された電極の他端部側に対応す
る位置に、この電極の一端部と同じ材料でかつほぼ同じ
厚みを有するダミーパターンが形成されており、このダ
ミーパターンの上にも前記接着力バランス層が形成され
ている請求項２に記載の電気光学パネル。
【請求項４】  前記接着力バランス層は、接着ラインの
全体に形成されている請求項２又は３に記載の電気光学
パネル。
【請求項５】  前記電気光学素子は、第１電極と第２電
極との間に有機エレクトロルミネッセンス層を備えてな
る有機エレクトロルミネッセンス素子である請求項１～
４のいずれかに記載の電気光学パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば、有機エレ
クトロルミネッセンス（以下、単に有機ＥＬという）素
子等の電気光学素子を用いた電気光学パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬパネルとしては、例えば、図８
及び図９に示すようなものが存在する。すなわち、ガラ
ス基板１０１の上には表示部１０２が設けられている。
表示部１０２は、データ電極１０３とこのデータ電極１
０３に交差する走査電極１０４との交点に設けられた有
機ＥＬ素子１０５が、ガラス基板１０１上においてマト
リックス状に配置されてなる。有機ＥＬ素子１０５にお
いてデータ電極１０３と走査電極１０４との間には、両
電極１０３，１０４間での電圧印加により発光する有機
ＥＬ層１０６が介在されている。
【０００３】前記データ電極１０３及び走査電極１０４
の一端部１０３ａ，１０４ａは、それぞれガラス基板１
０１上を表示部１０２外へ引き出されている。各電極１
０３，１０４は、この表示部１０２外へ引き出された一
端部１０３ａ，１０４ａを介して、例えば、ガラス基板
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１０１外に配設された図示しない電極ドライバにそれぞ
れ接続されている。
【０００４】前記ガラス基板１０１には、表示部１０２
を覆うカバー１０７が、表示部１０２外へ引き出された
各電極１０３，１０４の一端部１０３ａ，１０４ａの上
を含む、表示部１０２を取り囲むラインを接着ラインＳ
として、樹脂よりなる接着剤１０８により接着固定され
ている。カバー１０７は表示部１０２を外気から遮断
し、外気中に含まれる水分や酸素による有機ＥＬ素子１
０５（有機ＥＬ層１０６）の劣化を防止する。なお、表
示部１０２をカバー１０７で覆う思想は、例えば、特開
平５－１０９４８２号公報において開示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところが、前記ガラス
基板１０１においてカバー１０７との接着ラインＳに
は、ガラスとは異種の材料よりなる各電極１０３，１０
４の一端部１０３ａ，１０４ａが部分的に配置されてい
る。従って、ガラス基板１０１に対する接着剤１０８の
接着力が、各電極１０３，１０４の一端部１０３ａ，１
０４ａとその他のガラス部分とで異なっていた（アンバ
ランスとなっていた）。よって、ガラス基板１０１とカ
バー１０７との密着性が低下して、外気の侵入を許容し
てしまう問題があった。
【０００６】本発明の目的は、基板とカバーとの密着性
を良好とすることが可能な電気光学パネルを提供するこ
とにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に請求項１の発明では、基板においてカバーとの接着ラ
イン上には接着力バランス層が形成されている。接着力
バランス層は、本体部外へ引き出された電極の一端部と
それ以外の部分との接着剤に対する接着力をバランスさ
せる。従って、基板とカバーとの密着性が良好となり、
外気の侵入を阻止して確実に電気光学素子を保護するこ
とが可能となる。
【０００８】請求項２の発明は請求項１において、前記
接着力バランス層の好適な形成位置について言及するも
のである。すなわち、接着力バランス層は、少なくと
も、本体部外へ引き出された電極の一端部の上に形成さ
れている。
【０００９】請求項３の発明は請求項２において、前記
基板において接着ライン上には、一端部が本体部外へ引
き出された電極の他端部側に対応する位置に、この電極
の一端部と同じ材料でかつほぼ同じ厚みを有するダミー
パターンが形成されている。前記接着力バランス層は、
ダミーパターンの上にも形成されている。
【００１０】従って、接着ライン上において、電極の一
端部の上での接着剤の厚みと、ダミーパターンの上での
接着剤の厚みとをほぼ同じとすることができる。よっ
て、周囲の温度変化等によっても、電極の一端部の上で
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の接着剤の伸縮量と、ダミーパターンの上での接着剤の
伸縮量とに差が生じることは殆どなく、基板とカバーと
の密着性を良好に維持することができる。
【００１１】また、前記ダミーパターンは、電極の一端
部と同じ材料よりなっている。従って、ダミーパターン
の形成を、電極の一端部の形成と同時に行なうことがで
きる。よって、ダミーパターンを備えることでの電気光
学パネルの製造工程数の増加を防止することができる。
【００１２】なお、前記「ダミーパターン」とは、接着
ライン上において電極の他端部側に対応した位置に、こ
の位置に配置し得ない一端部の代わりにこの一端部と同
等な厚みを提供する部位のことを指す。つまり、電極の
他端部とは別体でダミーパターンを設けてもよいし、他
端部を本体部外へ引き出してこの他端部にダミーパター
ンを兼ねさせてもよい。
【００１３】請求項４の発明は請求項２又は３におい
て、前記接着力バランス層は、接着ラインの全体に形成
されている。従って、基板は、接着ラインの全体におい
て接着剤に対する接着力が均一となり、カバーとの密着
性がさらに良好となる。
【００１４】請求項５の発明は請求項１～４のいずれか
において、前記電気光学素子は、第１電極と第２電極と
の間に有機エレクトロルミネッセンス層を備えてなる有
機エレクトロルミネッセンス素子である。有機ＥＬ素子
は、例えば液晶素子と比較して水分及び酸素との接触に
弱い。つまり、本発明は、有機ＥＬパネルにおいて具体
化するのに特に有効となる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明を電気光学パネルと
しての有機ＥＬパネルにおいて具体化した第１～第３実
施形態について詳述する。なお、第２及び第３実施形態
においては第１実施形態との相違点についてのみ説明
し、同一又は相当部材には同じ番号を付して説明を省略
する。
【００１６】○第１実施形態
図２に示すように、表示装置を構成する有機ＥＬパネル
１１は、基板としてのガラス基板１２の背面１２ａに、
本体部としての表示部１３が設けられている。表示部１
３は、電気光学素子としての有機ＥＬ素子１５を複数有
している。各有機ＥＬ素子１５は、ガラス基板１２の背
面１２ａ側から順に、第１電極としてのデータ電極（陽
極）１６、有機ＥＬ層１７、第２電極としての走査電極
（陰極）１８が積層されてなる。
【００１７】前記データ電極１６は、透明性を有する材
料としての例えばＩＴＯ（インジウム錫酸化物）からな
っている。有機ＥＬ層１７は周知の有機ＥＬ材料からな
っている。走査電極１８は、アルミニウム系の金属材料
からなっている。データ電極１６及び走査電極１８は、
例えば真空蒸着等の手法によって形成されている。
【００１８】前記データ電極１６は、図２の表裏方向に
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延びる複数の平行なストライプ状に形成されている。走
査電極１８は、図２の左右方向に延びる複数の平行なス
トライプ状に形成されている。有機ＥＬ層１７は、図示
しない絶縁性の隔壁により隔てられた状態で、データ電
極１６と直交する方向に延びる複数の平行なストライプ
状に形成されている。データ電極１６及び走査電極１８
は互いに交差する状態に配設されており、複数の有機Ｅ
Ｌ素子１５は、両電極１６，１８の交差部分においてガ
ラス基板１２の背面１２ａ上にマトリックス状に配置さ
れている。
【００１９】図１に示すように、前記データ電極１６及
び走査電極１８の一端部１６ａ，１８ａは、それぞれガ
ラス基板１２の背面１２ａ上を表示部１３外へ引き出さ
れている。各電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａ
は、電極１６，１８の本体（表示部１３内に位置する部
位）と同じ材料よりなっている。データ電極１６の一端
部１６ａには、ガラス基板１２外に配置されたデータ電
極ドライバ１９が接続されている。走査電極１８の一端
部１８ａには、ガラス基板１２外に配置された走査電極
ドライバ２０が接続されている。
【００２０】そして、前記データ電極ドライバ１９によ
って駆動されるデータ電極１６と、走査電極ドライバ２
０によって駆動される走査電極１８との交差部分に位置
する有機ＥＬ素子１５がガラス基板１２側へ発光される
ことで、所定の画素表示が行なわれる。
【００２１】図２及び図３に示すように、前記ガラス基
板１２の背面１２ａには、表示部１３を覆うカバー２１
が装着されている。カバー２１はガラス製である。カバ
ー２１は有蓋四角筒状をなしている。従って、ガラス基
板１２とカバー２１との封止構造によって表示部１３が
外気から遮断され、外気中に含まれる水分や酸素による
有機ＥＬ素子１５（有機ＥＬ層１７）の劣化が防止され
る。
【００２２】図１～図３に示すように、前記カバー２１
は、ガラス基板１２の背面１２ａ上において、表示部１
３外へ引き出されたデータ電極１６及び走査電極１８の
一端部１６ａ，１８ａの上を含む、表示部１３を取り囲
む四角枠状のラインを接着ラインＳとして、樹脂よりな
る接着剤２３を介して接着固定されている。接着剤２３
としては、例えば紫外線硬化性等の光硬化性や、熱硬化
性のものが挙げられる。
【００２３】なお、図１はカバー２１を取り外して示
す。この図１において接着ラインＳは線状で表されてい
る。しかし、図２及び図３の拡大円中に示すように、実
際の接着ラインＳは、カバー２１の接着面２１ａと同じ
幅を有する四角枠状の領域である。
【００２４】さて、前記ガラス基板１２の背面１２ａに
おいて接着ラインＳの全体には、データ電極１６の一端
部１６ａ及び走査電極１８の一端部１８ａ並びにそれ以
外のガラス部分を覆うようにして、接着力バランス層２
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４が形成されている。接着力バランス層２４は、接着ラ
インＳを含むこの接着ラインＳよりも内外に広い四角枠
状の領域に形成されている。接着力バランス層２４は、
接着剤２３に対する接着力が、電極１６，１８の一端部
１６ａ，１８ａの材料よりも高い材料（例えば酸化珪素
や窒化珪素）よりなっている。従って、ガラス基板１２
の接着ラインＳにおいて、各電極１６，１８の一端部１
６ａ，１８ａとそれ以外のガラス部分との接着剤２３に
対する接着力は、接着力バランス層２４を介することに
よってバランスされることとなる。
【００２５】上記構成の本実施形態においては次のよう
な効果を奏する。
（１）ガラス基板１２においてカバー２１との接着ライ
ンＳ上に接着力バランス層２４を形成することで、各電
極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａとそれ以外のガラ
ス部分との接着剤２３に対する接着力がバランスされて
いる。従って、ガラス基板１２とカバー２１との密着性
が良好となり、外気の侵入を阻止して確実に有機ＥＬ素
子１５を保護することが可能となる。
【００２６】（２）接着力バランス層２４は、電極１
６，１８の一端部１６ａ，１８ａの上に形成されてい
る。また、接着力バランス層２４は、接着剤２３に対す
る接着力が電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａの材
料よりも高い材料よりなっている。つまり、接着力バラ
ンス層２４は、一般的に接着剤２３に対する接着力がガ
ラスよりも弱いとされる、電極１６，１８の一端部１６
ａ，１８ａの接着力を高める。従って、ガラス基板１２
の背面１２ａにおいて、各電極１６，１８の一端部１６
ａ，１８ａとそれ以外のガラス部分との接着剤２３に対
する接着力を高次元でバランスさせることができ、ガラ
ス基板１２とカバー２１との密着性がさらに良好とな
る。
【００２７】（３）接着力バランス層２４は、接着ライ
ンＳの全体に形成されている。つまり、ガラス基板１２
の接着剤２３に対する直接接触は、全て同一材料部位
（接着力バランス層２４）においてなされている。従っ
て、接着ラインＳの全体において接着剤２３に対する接
着力が均一となり、ガラス基板１２とカバー２１との密
着性がさらに良好となる。
【００２８】（４）接着力バランス層２４は、接着ライ
ンＳよりも内外方向に広い領域に形成されている。従っ
て、カバー２１のガラス基板１２に対する位置決め誤差
を吸収して、カバー２１を接着力バランス層２４の上に
確実に位置させることができ、ガラス基板１２とカバー
２１との密着性が製品毎にバラつくことを防止できる。
【００２９】（５）電気光学素子としての有機ＥＬ素子
１５を備えた有機ＥＬパネル１１において具体化されて
いる。有機ＥＬ素子１５は、例えば液晶素子と比較して
水分及び酸素との接触に弱い。つまり、本発明は、有機
ＥＬパネル１１において具体化するのに特に有効とな
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る。
【００３０】○第２実施形態
図４～図６においては第２実施形態を示す。すなわち、
図４及び図６に示すように、前記ガラス基板１２の背面
１２ａにおいて接着ラインＳ上には、データ電極１６の
他端部１６ｂの延長線上に、この電極１６の一端部１６
ａとほぼ同じ厚み（ガラス基板１２の背面１２ａからの
高さ）を有する、ダミーパターンとしての第１ダミーパ
ターン３１が形成されている。第１ダミーパターン３１
は、データ電極１６の一端部１６ａとほぼ同じ幅（図４
の左右方向の長さ）を有している。第１ダミーパターン
３１において図４の上下方向の長さは、カバー２１の接
着面２１ａよりも接着ラインＳの内外方向へ長く、つま
り接着面２１ａから接着ラインＳの内外方向へはみ出す
長さに設定されている。
【００３１】図４及び図５に示すように、前記ガラス基
板１２の背面１２ａにおいて接着ラインＳ上には、走査
電極１８の他端部１８ｂの延長線上に、この電極１８の
一端部１８ａとほぼ同じ厚みを有する、ダミーパターン
としての第２ダミーパターン３２が形成されている。第
２ダミーパターン３２は、走査電極１８の一端部１８ａ
とほぼ同じ幅（図４の上下方向の長さ）を有している。
第２ダミーパターン３２において図４の左右方向の長さ
は、カバー２１の接着面２１ａよりも接着ラインＳの内
外方向へ長く、つまり接着面２１ａから接着ラインＳの
内外方向へはみ出す長さに設定されている。
【００３２】前記第１ダミーパターン３１は、データ電
極１６の一端部１６ａと同じ材料つまりＩＴＯよりなっ
ている。第１ダミーパターン３１は、データ電極１６と
同時に形成される。第２ダミーパターン３２は、走査電
極１８の一端部１８ａと同じ材料つまりアルミニウム系
の金属材料よりなっている。第２ダミーパターン３２
は、走査電極１８と同時に形成される。
【００３３】前記第１ダミーパターン３１は、表示部１
３外へ引き出されたデータ電極１６群の一端部１６ａの
形態に類似して、図４の上下方向に延びる複数の平行な
ストライプ状に形成されている。第２ダミーパターン３
２は、表示部１３外へ引き出された走査電極１８群の一
端部１８ａの形態に類似して、図４の左右方向に延びる
複数の平行なストライプ状に形成されている。そして、
接着力バランス層２４は、第１及び第２ダミーパターン
３１，３２をも覆うようにして形成されている。
【００３４】従って、図５の拡大円中に示すように、接
着ラインＳ上において、ガラス基板１２の接着力バラン
ス層２４とカバー２１の接着面２１ａとの間に介在され
た接着剤２３は、走査電極１８の一端部１８ａの上に位
置する部分と、他端部１８ｂの延長線上に位置する部分
つまり第２ダミーパターン３２の上に位置する部分とで
厚みがほぼ等しくなっている。また、図６の拡大円中に
示すように、接着剤２３は、データ電極１６の一端部１
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7
６ａの上に位置する部分と、他端部１６ｂの延長線上に
位置する部分つまり第１ダミーパターン３１の上に位置
する部分とで厚みがほぼ等しくなっている。
【００３５】本実施形態においては上記第１実施形態と
同様な効果を奏する他、次のような効果も奏する。
（１）ガラス基板１２においてカバー２１との接着ライ
ンＳ上には、一端部１６ａ，１８ａが表示部１３外へ引
き出された電極１６，１８の他端部１６ｂ，１８ｂ側に
対応する位置に、この電極１６，１８の一端部１６ａ，
１８ａとほぼ同じ厚みを有するダミーパターン３１，３
２が形成されている。このダミーパターン３１，３２の
上にも接着力バランス層２４が形成されている。
【００３６】従って、接着ラインＳにおいて、電極１
６，１８の一端部１６ａ，１８ａの上での接着剤２３の
厚みと、ダミーパターン３１，３２の上での接着剤２３
の厚みとをほぼ同じとすることができる。よって、周囲
の温度変化等によっても、電極１６，１８の一端部１６
ａ，１８ａの上での接着剤２３の伸縮量と、ダミーパタ
ーン３１，３２の上での接着剤２３の伸縮量とに差が生
じることは殆どなく、ガラス基板１２とカバー２１との
密着性を良好に維持することができる。その結果、表示
部１３を外気から確実に遮断して、有機ＥＬ素子１５を
確実に保護することが可能となる。
【００３７】特に、本実施形態においては、データ電極
１６及び走査電極１８のそれぞれに対応して、ダミーパ
ターン３１，３２が形成されている。従って、ガラス基
板１２とカバー２１との密着性をさらに良好に維持する
ことができ、表示部１３の外気からの遮断がより確実と
なる。
【００３８】（２）ダミーパターン３１，３２を備える
ことで、接着ラインＳと、電極１６，１８の他端部１６
ｂ，１８ｂの延長線との交差部分で使用される接着剤２
３を少量とすることができた。従って、ガラス基板１２
とカバー２１との接着に用いられる接着剤２３を削減す
ることができ、有機ＥＬパネル１１の製造コスト削減に
貢献される。
【００３９】（３）ダミーパターン３１，３２は、それ
ぞれ対応する電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａと
同じ材料よりなっている。従って、ダミーパターン３
１，３２の形成を、電極１６，１８の一端部１６ａ，１
８ａの形成と同時に行なうことができる。特に、本実施
形態において各電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａ
は、電極１６，１８の本体と同じ材料のまま表示部１３
外へ引き出され、そして接着ラインＳに至っている。従
って、ダミーパターン３１，３２の形成を電極１６，１
８の全体形成と同時に行なうことができる。よって、ダ
ミーパターン３１，３２を備えることでの有機ＥＬパネ
ル１１の製造工程数の増加を防止することができる。
【００４０】（４）ダミーパターン３１，３２は、表示
部１３外へ引き出された電極１６，１８群の一端部１６
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ａ，１８ａの形態に類似した複数のストライプ状に形成
されている。従って、カバー２１をガラス基板１２に接
着する際（言い換えれば押し付ける際）、このカバー２
１とガラス基板１２との間での接着剤２３の挙動（流
動）を、電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａ側とダ
ミーパターン３１，３２側とでほぼ同じとすることがで
きる。よって、電極１６，１８の一端部１６ａ，１８ａ
の上での接着剤２３の厚みと、ダミーパターン３１，３
２の上での接着剤２３の厚みとを、等しくしかも薄くす
ることを容易に具体化できる。
【００４１】（５）体積抵抗率の高い透明材料よりなる
データ電極１６の一端部１６ａは、体積抵抗率の低い金
属材料よりなる場合よりも厚くなりがちである。このよ
うな態様において、データ電極１６の一端部１６ａの上
での接着剤２３の厚みと、ダミーパターン３１の上での
接着剤２３の厚みとをほぼ同じにできることは、その効
果（ガラス基板１２とカバー２１との密着性を良好に維
持できる）を奏するのに特に有効となる。
【００４２】○第３実施形態
図７においては第３実施形態を示す。本実施形態の有機
ＥＬパネル１１は、表示装置のバックライト等に用いら
れるものであり、本体部としての発光部１３には有機Ｅ
Ｌ素子１５が一つのみ備えられている。従って、第１電
極１６及び第２電極１８も、それぞれ幅広な１本ずつの
みが備えられている。そして、接着力バランス層２４
は、ガラス基板１２の接着ラインＳにおいて、各電極１
６，１８の一端部１６ａ，１８ａの上を含んで部分的
（本実施形態においては二箇所）に形成されている。
【００４３】本実施形態においては上記第１実施形態の
（１）、（２）、（４）、（５）と同様な効果を奏する
他、接着力バランス層２４を接着ラインＳ上において部
分的に形成したため、接着力バランス層２４の材料を削
減して有機ＥＬパネル１１の製造コストを削減すること
ができる。
【００４４】本発明の趣旨から逸脱しない範囲で、例え
ば以下の態様でも実施可能である。
・上記第１～第３実施形態を変更し、接着力バランス層
２４を、ガラス基板１２の接着ラインＳ上においてガラ
ス部分にのみ形成すること。この場合、電極１６，１８
の一端部１６ａ，１８ａとそれ以外のガラス部分との接
着剤２３に対する接着力のバランスは、ガラス部分の接
着力を接着力バランス層２４を介して低めることで行な
われる。つまり、接着力バランス層２４には、ガラス部
分における接着剤２３に対する接着力を低めて電極１
６，１８の一端部１６ａ，１８ａの接着力に近づける材
料が用いられている。このように構成しても、ガラス基
板１２とカバー２１との密着性を良好とすることができ
る。
【００４５】・上記第１実施形態を変更し、接着力バラ
ンス層２４を、接着ラインＳ上において電極１６，１８
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の一端部１６ａ，１８ａの上を含んで部分的に形成する
こと。
【００４６】・上記第２実施形態を変更し、接着力バラ
ンス層２４を、接着ラインＳ上において、電極１６，１
８の一端部１６ａ，１８ａの上及びダミーパターン３
１，３２の上を含んで部分的に形成すること。
【００４７】・上記第３実施形態を変更し、接着力バラ
ンス層２４を接着ラインＳの全体に形成すること。
・上記第２実施形態を変更し、データ電極１６と第１ダ
ミーパターン３１を一体化すること。言い換えれば、デ
ータ電極１６の他端部１６ｂを表示部１３外へ引き出し
て接着ラインＳに至らせ、この他端部１６ｂを第１ダミ
ーパターン３１として利用すること。また、走査電極１
８と第２ダミーパターン３２を一体化すること。言い換
えれば、走査電極１８の他端部１８ｂを表示部１３外へ
引き出して接着ラインＳに至らせ、この他端部１８ｂを
第２ダミーパターン３２として利用すること。
【００４８】・上記第１～第３実施形態を変更し、カバ
ー２１としてガラス製以外の例えば樹脂製や金属製のも
のを用いること。透明でないカバー２１を、光硬化性の
接着剤２３によってガラス基板１２に接着固定する場
合、接着剤２３に対する光の照射は、ガラス基板１２の
前面（図２の下面）側からとなる。この場合、接着力バ
ランス層２４に酸化珪素や窒化珪素等の透明性を有する
材料を用いることは、接着剤２３への光の到達を妨げな
い点で特に好適な態様であると言える。
【００４９】・本発明を、電気光学素子としての液晶素
子を備えた、液晶パネルにおいて具体化すること。上記
実施形態から把握できる技術的思想について記載する。
【００５０】（１）前記接着力バランス層は、接着剤に
対する接着力が電極の一端部の材料よりも高い材料より
なっている請求項２に記載の電気光学パネル。
（２）前記接着力バランス層は、接着ラインよりも内外
方向に広い領域に形成されている請求項１～５のいずれ
か又は前記技術的思想（１）に記載の電気光学パネル。
【００５１】（３）前記基板において接着ライン上に
は、一端部が本体部外へ引き出された電極の他端部側に
対応する位置に、この電極の一端部とほぼ同じ厚みを有
するダミーパターンが形成されており、このダミーパタ
ーンの上にも前記接着力バランス層が形成されている請
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求項２に記載の電気光学パネル。
【００５２】（４）前記本体部外へ一端部が引き出され
た電極は、その本体部内に位置する部位と一端部とが同
じ材料よりなっている請求項１～５のいずれか又は前記
技術的思想（１）～（３）のいずれかに記載の電気光学
パネル。
【００５３】（５）請求項１～５のいずれか又は前記技
術的思想（１）～（４）のいずれかに記載の電気光学パ
ネルを備えた表示装置。
【００５４】
【発明の効果】上記構成の本発明によれば、基板とカバ
ーとの密着性を良好とすることが可能となり、本体部を
外気から確実に遮断することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  カバーを取り外した状態での有機ＥＬパネル
の背面図。
【図２】  図１の１－１線断面図。
【図３】  図１の２－２線断面図。
【図４】  第２実施形態を示す有機ＥＬパネルの背面
図。
【図５】  図４の３－３線断面図。
【図６】  図４の４－４線断面図。
【図７】  第３実施形態を示す有機ＥＬパネルの背面
図。
【図８】  従来の有機ＥＬパネルの背面図。
【図９】  図８の５－５線断面図。
【符号の説明】
１１…電気光学パネルとしての有機ＥＬパネル、１２…
基板としてのガラス基板、１３…本体部（表示部又は発
光部）、１５…電気光学素子としての有機ＥＬ素子、１
６…第１電極（第１及び第２実施形態においてはデータ
電極に具体化されている）、１６ａ…第１電極の一端
部、１６ｂ…第１電極の他端部、１７…有機ＥＬ層、１
８…第２電極（第１及び第２実施形態においては走査電
極に具体化されている）、１８ａ…第２電極の一端部、
１８ｂ…第２電極の他端部、２１…カバー、２３…接着
剤、２４…接着力バランス層、３１…ダミーパターンと
しての第１ダミーパターン、３２…ダミーパターンとし
ての第２ダミーパターン、Ｓ…接着ライン。
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合剂23包括绘制到显示器单元13显示单元13周围作为粘接线S线外电极
16和18的上端部18a它是粘合和固定的。在上玻璃基板12的背面12a上的
粘合剂线S被结合到粘附到平衡粘合剂23吸引到外部的显示部13的一个
端部18a和电极16和18的另一玻璃部分之间形成力平衡层24。
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